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〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
九
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
群
馬
県
前
橋
市
総
社
町
高
井
2
1
9番
地
４

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ヒ
ロ
ヒ
ト
・
シ
オ
イ
昭
和
6
1年
９
月

2
1日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
文
花
１
丁
目
3
2番
２
`
8
1
2号

李
東
徹
昭
和
5
9年

1
0月

1
5日
生

住
所
島
根
県
松
江
市
玉
湯
町
湯
町
1
8
0
8番
地
６

朴
明
洋
昭
和
5
7年
２
月
2
8日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
東
４
丁
目

1
1番
５
`

2
0
2

号朴
孝
吉
昭
和
4
6年
１
月
７
日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
下
石
神
井
６
丁
目
５
番
1
5号

ã
世
章
昭
和
5
1年
３
月
７
日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
荒
川
１
丁
目
3
5番
１
`
7
1
4号

韓
東
燮
昭
和
5
1年

1
1月

2
1日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
荒
川
４
丁
目
3
4番
４
号

韓
弘
恵
昭
和
6
0年
２
月
1
6日
生

住
所
静
岡
県
伊
東
市
宇
佐
美
1
9
7
6番
地
９

コ
・
コ
・
モ
ウ
昭
和
4
0年
２
月
１
日
生

住
所
香
川
県
丸
亀
市
垂
水
町
9
1
5番
地
１

李
忠
光
昭
和
5
0年
５
月
2
2日
生

〔
告

示
〕

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
五
六
八
）

J

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
五
六
九
）

〇
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
に
お
け
る
「
ジ
ュ
バ
市

道
路
橋
梁
整
備
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ス
ー
ダ
ン
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
五
四
八
）

K

〇
千
九
百
七
十
二
年
の
海
上
に
お
け
る
衝
突

の
予
防
の
た
め
の
国
際
規
則
に
関
す
る
条

約
に
基
づ
く
国
際
規
則
の
一
部
の
改
正
に

関
す
る
件
（
同
五
四
九
）

〇
型
式
検
査
に
合
格
し
た
農
機
具
の
型
式
等

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
件

（
農
林
水
産
一
七
一
八
）

L

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
七
一
九
〜
一
七
二
六
）

M

〇
輸
出
貿
易
管
理
令
別
表
第
二
の
三
六
の
項

の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
が
告
示

で
定
め
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
附

属
書
Ò
又
は
附
属
書
Ó
に
掲
げ
る
種
に
属

す
る
動
物
又
は
植
物
、
こ
れ
ら
の
個
体
の

一
部
及
び
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
物
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
経
済
産
業
三
三
九
）

N

〇
工
業
標
準
化
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
登

録
の
更
新
を
し
た
認
証
機
関
の
件

（
同
三
四
〇
）

N

〇
計
量
法
第
百
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
製
造

事
業
者
の
指
定
の
効
力
が
失
効
し
た
届
出

製
造
事
業
者
の
件
（
同
三
四
一
）

〇
運
輸
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
件

（
国
土
交
通
一
二
六
九
）

O

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
八
三
、
一
八
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
一
〇
二
、
一
〇
三
）

〇
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想

定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
件

（
北
海
道
開
発
局
一
四
二
〜
一
四
六
）

P

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
八
号

山
形
県
最
上
郡
戸
沢
村
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
ま
で
に
、
同
村

長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
戸
沢
村
役
場
又
は
山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

山
形
県
最
上
郡
角
川
村
五
百
七
十
九
番
地

斉
藤
サ
カ
エ

同
所
五
百
七
十
九
番
地

斉
藤

辰
雄

〔
国
会
事
項
〕

P

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

Q

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

Q

〔
褒

賞
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基

本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

R

一
般
船
舶
保
障
契
約
証
明
書
の
無
効
に
つ
い

て
（
神
戸
運
輸
監
理
部
）

J
J

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

J
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
懲

戒
処
分
、
土
地
家
屋
調
査
士
法
人
懲
戒
処

分
、貸
金
業
者
に
対
す
る
業
務
停
止
命
令
、

証
票
無
効
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
K

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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